
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３年 総合的な学習の時間 郷土料理“あんもち雑煮”を作ろう】 

   昔のくらしを調べようの学習で、地域の方を講師にあん餅をつくり、それを使った香川ならではの‘あんもち雑煮’の由来

についての学習をし、栄養教諭といっしょに子どもたちがだし取り・野菜切り・調理を体験した。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊生産者との交流給食や地場産物資料をとおして、地場産物や地域への関心を高める。 

  今年度から活用を始めた町内産物の生産者の方を招いて給食を 

食べ、野菜を作る上での思いや苦労・工夫を聞いた。また、生産 

の様子等の掲示資料を作成し給食指導に生かしている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

季節の
食べも
のも考
えたよ 

「３つの色の栄ようがそろっ

て、すぐにできる朝ごはんを

作ってみたよ。食べるといつ

も以上に元気がでたよ。 

 地域の方か

らあん餅を

教えてもら

ったよ。

自分たちで出しをとり、野菜を切

り、‘あん餅雑煮’を作ったよ。 

教室掲示資料 

生産者との交流給食 

 あまいものは正月

だ け 食べ て い た ん

だ。大根も金時人参も

家族円満になるように 

丸く切るんだ。 

大根は多度津

町産だよ 




